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実践報告

知 的障害の ある 自閉症 スペ ク トラ ム 障害児 にお ける

　 「不 自然な状況」に関する報告言語行動 の 指導

雨貝　太郎
＊ ・園山　繁樹

「k　“

　本研 究は 自閉症ス ペ ク トラ ム 障害の 8歳男児 1名を対象に 、 実際の人間が演 じる様

子を見て 「自然 な状況」につ い て は報告せ ず 「不 自然な状況」につ い て の み報告する

指導の 効果を検証 した 。 訓練にお い て 、 男児は 、 「おか しなこ とがあ っ た ら教 えて ね」

と い う教示 の 後、室内で起 きた、普段起 こ らな い 不 自然 な状 況を見て、そ の 内容に つ

い て 聞き手に 報告する指導を受けた。そ の 後、数メ
ー

トル 離れた別の 部屋 で 起 きた不

自然 な状況 につ い て 報告する指導を受けた 。 般化 条件にお い て は、訓練期に用 い なか っ

た 「不 自然 な状況」 を演 じた 、 または訓練期 に演 じなか っ た 別の 演 じ手が演 じた 。 そ

の 結果、「不 自然 な状況」に つ い て 自発的 な報告は生起 した もの の 、 安定 はしなか っ た 。

また本人が興味を持 っ た もの に般化が見 られた こ とか ら、  報告内容を自分が 決め ら

れる こ と 、   報告内容が 同 じで は ない こ と 、   報告する内容が興味の ある もの で ある

こ と、  正 の 強化 を受けやす い 報告内容 を設定する こ と 、 の 必要性が 考察 された 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：自閉症ス ペ ク トラ ム 障害児　不 自然 な状況　報告言語行動　般化

1．問題 と 目的

　他者に伝 達す る とい う行動 を通 して 、 我々 は

同 じ情報 を他者 と共有する こ とがで きる 。 それ

だ けで な く、自分の 感情 を他者と共有する こ と

に よ っ て 、喜び を分か ち合 っ た り、怒 りや悲 し

み を和 らげた りする こ とがで きる。こ の よ うな

伝達行動 は 、 誰 もが本来持 っ て い る もの と され

て い るが 、 自閉症 ス ペ ク トラ ム 障害児は 、
コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン の 困難さ を持つ た め に、他者の感

情を理解 した り、感情を共有する こ とが 難 しい

とされ て い る （Happ6 ，
ユ994）。そ の ため 、伝達

行動は、自閉症ス ペ ク ト ラ ム 障害児に と っ て、

情報や 感情 を共有す る手段 と して だ けで は な

く、 他者 と コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を とる手段 と し

て 、 その獲得が求め られ る 。

＊
筑波大学人 間 総合科学研 究科

＊‡
筑波大学人間系

　応 用行動分析学に基づ く自閉症ス ペ ク トラ

ム 障害 児 へ の 言 語指導は 多岐 に わ た り、 話 し

言葉 で の 要求 （加藤 ・小林 ， 1989）、 質 問応答

（Petursdottir，　Carr，　Lechago，＆ Almason ，2008）、

会 話 （井上 ・小林
，
1992）、援 助 要求 （Reeve ，

Reeve
，
　Townsend

，
＆ Poulson，2007）、教示 要求

（lngvarsson，　Tiger，　Hanley，
＆ Stephenson

，
2007）、

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 始発 （伊藤 ・松下 ・園山，

2009）な ど様々 な機能を持つ 言語の指導にお い

て成果が 示され て い る。また、話 し言葉の み で

はな く、絵 カ
ー

ドを用 い た要求 （Bondy ＆Frost
，

2001）、サ イ ン や書字に よる コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 手段の 獲得及び モ ー ド変換 （野 呂 ・山本 ・加

藤 ，
1992）や 、 話 し言葉 の 獲得 を通 した色概念

の 獲得 （谷 ，
1997）などに も効果が示 され て い

る。応用行動分析学にお い て は、言語は他の 行

動 と同様 に 、 環境 に よ っ て 制御 される オペ ラ ン

ト行動 と して 捉 え られて い る （小野 ，2005）。 言
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語 行動 はその 機 能か ら言語 間制御 （イ ン トラ

バ ーバ ル ：intraverbal）、 要求言語行動 （マ ン ド ：

mand ） な ど様 々 に 分類 する こ とが で き る が、

見 聞 きした こ とを伝達す る機能 を持 つ もの は 、

報告言語行動 （タ ク ト ：tact） と言われ る。

　刎 田 ・山本 （1991）は報告言語行動 が生起 す

るため の 条件 として 、  参加児が報告 したい 聞

き手が存在 し 、 聞 き手が 強化の 充足対象 と して

存在す る こ と、   報告す る内容がある こ と、  

伝達で きる コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・モ ー
ドを持 っ

て い る こ と、とい う3 つ の 条件 の 必 要性を示 唆

して い る。 しか し、そ れ らを満た して い て も自

閉症ス ペ ク トラム 障害児は 、 時間が経過 した り、

空 間的に離れた場合 に報告行動が生起 しに くい

こ とが 指摘 され て い る （田中 ・及川 ・小笠原 ，

2007）。 また 、 報告言語行動 を日常生 活場面 に

般化させ るた め に は、報告する 内容を聞き手が

知 らな い と い う 「未知の 認識」 や 、 聞 き手が 自

分の 話 を聞 こ うと して い る 「聞 き手の 注 目」 を

得た上 で報告 をする こ とが 必要 である こ とが知

られ て い る （山本 ，
1997）。 その た め 、 聞 き手へ

の 接近行動を促す こ とで 、 自発 的な報告行動が

生 起 しやす くな る こ とが示 され （本 田 ・村中 ，

2010）、 本入 が持 っ て い る レ パ ー トリーを利用

した訓練 をす る こ とで 、 時間が経過 し、 空間的

に離れ た場所で あ っ て も報告行動が生起する こ

とが示 され て い る （Naoi，
　Yokoyama

，
＆Yarnamoto

，

2007）。 また 、 井上 （2000）は 自閉症ス ペ ク ト

ラ ム 障害児に対 して、写真 カードを用 い て 、 「報

告内容 を知 らない 人 （一緒 に遊 ん で い ない 人）」

と「報告内容 を知 っ て い る人 （
一緒に遊んだ人）」

を弁別 させ る訓練を行い 、一
緒に遊ん で い な い

人 に報告 をす る指導を行 っ た 。
こ の 研究にお い

て は 、 言語行動は 聞 き手の 反応 に よ っ て 影響を

受ける とい う、報告言語行動に おける聴取者制

御 （audience 　contro1 ）の成立の 重要性が 強 く示

されて い る 。

　一般 に 、 他者 に報告をす る 際 、 自分が 見た こ

とや経験 したこ と、感 じた こ となどに つ い て 伝

える。しか し、 自閉症ス ペ ク トラ ム 障害児 は 、

刺激の 過剰選択性 （園山・小林 ，1986）に よ っ て 、

一般 に聞 き手が求め て い る情報 と異 なる点 に注

目 して 、 報告する可 能性が 考え られ る 。 そ のた

め、 自発 的な報告行動 を促進するた め には、誰

もが 着 目しやすい 特徴 を もっ た報告 内容 を設定

する 必要が ある と考え られ る 。一
方で 、日常で

頻繁 に起 こ りえない 事象 （例 えば 、 災害や事故

など）を報告内容 に して も、 日常 へ の 般化が難

し くなる恐れが ある 。 その ため 、日常生活で起

こ りうる もの の 、 状況 に よっ て は起 こ りえない

報告 内容 を設 定す る こ とが好 ま しい と思 わ れ

る 。

　本研究で は、機能的 な報告言語行動の 少な い

知的障害を伴う自閉症ス ペ ク トラム障害児 1名

を対象 に 、 「報告す るべ き状況 （不 自然な状 況）」

と 「報告 しな くて よ い 状況 （自然 な状況）」を

他者が演 じる こ と で 同時に提示 し 、 状況の 弁別

及びそ の 状況の 記述行動を指導 し、そ の後、離

れ た場所で 起 きる 2 つ の 事象を見 に行き、戻 っ

て 「報告」 をする 手続 きを行 う。 その 際 、 聞 き

手に対す る接近行動 を促す こ と で 、 自発的に報

告行動 は生 起するか に つ い て検討する 。 さ らに 、

未訓練の 状況や聞 き手に対 して も報告行動が生

起する か検討する 。

皿．方法

　 1．参加児

　本研 究で は、医療機関にお い て 自閉性障害と

診断され た小学校 3 年生の 男児 1 名 （以下、A

児） を対象 と した 。 A 児 は、指導開始時に 8歳

9 ヶ 月で あ っ た 。 8 歳 7 ヶ 月時 に実施 した 田 中

ビネー知能検査 V の 結果は 、 IQ58 （MA ：5 歳 0 ケ

月）で あ っ た 。 また 、 9歳 2 ヶ 月時 に実施 した

PVT −R 絵画語 い 発達検査 の 結果は 、
　 VA3 　Wh　2 ヶ

月で あ っ た。小学校 2年生まで は特別支援学級

に在籍 し、 小学部 3 年生か ら知的障害特別支援

学校 に 在 籍 して い た 。 ま た 、 大 学 に で 6 歳

ll ヶ 月時 よ り教 育相談 を受 けて お り、 こ れ ま

で に 「は い 」「い い え」で の 応答や 、写真 を見

て 「誰 ？」「どこ ？」「何 を して い る ？」 へ の 応

答な どの言語指導を受けて い た 。

　 日常生活にお い て はお とな しく、 攻撃行動 は
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見 られ．な い が、普段 と異 なるこ とが起 きた り、

や り直しな どを した りする際には 、 近 くの 人の

腕を手の 親指と人差し指で つ まむこ とが多 く見

られた 。 また 、 嬉 しい こ とが あ っ た時や 、 嫌な

こ とが あ っ た 時など 、 気持ちが 高ぶ っ た際 も同

様の行 動が見 られた 。 学習面 にお い ては、算数

の ドリル や 漢字の 書き取 りな どには積極 的に取

り組 むが 、 間違 い を
一

度で も指摘 され る と 「A

くん、間違 っ たの ？」 と言 っ て頭を抱 え、 課題

に全 く取 り組まな くな る こ とが 頻繁に見 られ

た 。

　表 出言語 に つ い て は、「ジ ュ
ース 飲む ？」「ト

ラ ン ポリンす る ？」な ど と疑 問形で 要求をす る

こ とが 見 られたが 、 普段話す言葉の ほと ん どが

「こ の 番組は ご覧の ス ポ ン サ ーの提供でお 送 り

しました」 など、 テ レ ビ コ マ ーシ ャ ル など の 遅

延 エ コ ラ リ ア で あっ た 。 報告言語行動に つ い て

は 、 学校で あ っ た ことを話す、もし くは保護者

か らの 質問に答えて伝 える こ とはほ とん ど見 ら

れな い と の こ と で あっ た 。

　 2．場面設定 ・研究期間 ・倫理的配慮

　本指導 は 、 大学 内の 2 つ の プ レ イ ル ーム内及

びプ レイル ーム 間をつ なぐ廊 下で行 っ た 。 プ レ

イ ル
ーム 1 は 6．5mX4 ．8m、 プ レ イ ル ー ム 2 は

39mX4 ，8m の 広 さ で あ り、ワ ン ウ ェ イ ミ ラ ーが

設置 されて い た 。 1 つ の 部屋 の 中で 行 っ た ベ ー

ス ラ イ ン 1 （以下、BLI ） か らプ ロ ーブ 2 まで

の プ レイ ル
ーム の 設定 をFig．1に 、 2 つ の部屋

を移動 して 行 っ た ベ ース ライ ン 2 （以 下 、 BL2 ）

以降の設定を Fig。2に示 した 。

　本指導は原則 とし て 、 週 1 回 1 時間の 教育相

談の 個別指導の うち、約 15分間行 っ た 。 1セ ッ

シ ョ ンあた り1〜 2 ブ ロ ッ ク行 い 、1 ブm ッ ク

あた りの 試行数 は 8 試行で あ っ た 。 本研究の 研

究期間は X 年 6 月か らX 年 11月 まで の 6 ヶ 月

間で あ っ た 。

　本研究に つ い て は 、 筑波大学人間総合科学研

究科研 究倫理委員会の 承認 （記番号 21−77） を

得た上で、研究 開始前 に、上記の 目的に つ い て

参加児の 保護者に説 明 し、同意を得た 。 また、

窓

ワ
P1

ン

ウ

ST
工

イ A 児　　　　　　　　　 MT
モ ニ タ ー

ミ
P2

な ど ラ

機 材 類
1

机

観 察 室

ド ア ド ア　　　　　　　　　　　　プ レ イ ル ー ム 　1

Fig．1　般化プ ロ ーブ 2 まで の プ レ イル ーム の 設定

MT は 「何か お か しな こ とが あっ た ら教えて ね」 とA 児 に教示す る．そ の後，　 MT の後方 に い

る P1 と P2が特定の 活動 を行 う．A 児か ら正 反応が 出ない 場合 は，ST が プ ロ ン プ トを提示する．
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Fig．2　BL2 以降の プ レ イ ルーム の 設定

MT の 「隣の 部屋 に 行 っ て きて，何か お か しな こ とが あ っ た ら先生 に 教えて ね 」教示 を受 け て，
A 児 は隣の 部 屋 に行 く．A 児 が 隣 の 部 屋 の 入 口 に行 く と，　 P1 と P2が 特定の 活動 を行う．移 動の 際

に ST は 同行 し，逸 脱 が 起 き る とブ ロ ッ ク し，戻 っ て きた 際 に，正 反応 が 出 な い 場合 は，　 ST が プ

ロ ン プ トを提示す る．

家庭 で の 本研究 に関する エ ピ ソ ー ドがあ っ た と

きに 簡単 な記録 を依頼 した 。

　 3．刺激材料

　「普段か らそ の場所で 起 こ りうる こ とが起 き

て い る状況 （以 下、自然 な状況）」 と 「普段 そ

の場所で は起 こ りえない こ とが起 きて い る状況

（以下 、 不 自然 な状況）」 とい う 2 つ の状況 を設

定 し、それ ぞれ の 状況にお い て、2 人の 大人が 、

A 児 の 前で何 らか の 活動 を行 っ た。参加 したメ

ン バ ー
は い ずれ も20代の 大学院生 で、以 前か

ら A 児の 教育相談に参加 してお り、 A 児は 「○

○先生」 とそれぞれの 名前 を呼ぶ こ とがで きて

い た 。 演 じた メ ンバ ー
は、対人般化プ ロ

ーブ を

除い て は、Player　l （以下、　 P1 ；毎 回 の セ ッ シ ョ

ン に参加 して い る男性）、P2 （毎回の セ ッ シ ョ

ン に参加 して い る女性）が行 っ た 。 対人般化プ

ロ ーブ で は P3 （第 1著 者 ：ベ ース ラ イ ン 1 期

で は MT 、男性 ）、　 P4 （ベ ース ラ イ ン 1期 で は

ST、男性 ）・P5 （セ ッ シ ョ ン に何 度か 参加 し、

A 児が名前を言える女性）の い ずれ かで あ っ た。

　「自然 な状況」にお い て は、演者が 2 人 と も

「立 っ て い る」 もし くは 「座 っ て い る」状態で

A 児 の 前 で 微 笑 むな どした 。 「不 自然 な状 況」

で は、そ の こ と 自体が おか し い 、また は室内で

する こ とと して はおか しい 場面 と して 4 種類 の

状況 を設定 し、2人 の メ ン バ ー
の どち らか が 実

際に A 児の 前で演 じて見せ た 。 もう 1人 の メ ン

バ ーは 「自然な状況」 と同じよ うに 、 特別 なこ

とはせ ずに 立 っ て い た 、もし くは座 っ て い た。

「不 自然 な状 況」 で 用 い た状況 と正 反応 の 例 を

Table　1に示 した 。
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Table 　1 「不 自然な状況」で用 い た状況 と 「完全な文」 の 例

状況 「完全 な文」 の 例

　 部屋 の中で セ ッ シ ョ ン 中 に ，
P は 閉 じて い る

1
　 傘 の 紐を外 し， 傘 を差 して 後ろ を振 り向 く

「P が傘を差 して い ます」

　 部屋の中で セ ッ シ ョ ン 中に ， P は虫取 り網を
2
　 振 り，床や壁，天井などに 当て る

「P が虫取 り網を振 っ て い ます」

　 部屋 の 中で セ ッ シ ョ ン 中に ， P は左 の レ ン ズ

3 が緑色 に 染 ま り ， 右 の レ ン ズが 外れ て い る

　 メ ガ ネをかけ る

「P が変な メ ガ ネをか けて い ます」

　 部屋の 中で セ ッ シ ョ ン 中に ，P は 「ふわ あ〜」

4 　と言っ てあ くびを した後に，手に持 っ て い

　 た枕 を床に置 き，横に な りい びきをか く

「P が寝 て い ます」

　 部屋 の 中で セ ッ シ ョ ン 中 に 回転する椅子に
5
　 乗 っ て 回 る

「P が椅子 の 上 で 回 っ て い ます」

　 部屋 の 中 で セ ッ シ ョ ン 中 に携帯をポ ケ ッ ト
6
　 か ら取り出 し， 話 し始 め る

「P が携帯電話で話して い ます」

　 部屋 の 中でセ ッ シ ョ ン中に トラ ン ポリ ン に
7
　 乗 っ て ， 跳 ぶ

「P が トラ ン ポ リ ン で 跳ん で い ます」

　 部屋 の 中で セ ッ シ ョ ン 中に カ メ ラ を取 り出
8
　 し ， 室内を撮影する

「P が写真 を撮 っ て い ます」

　　　 P ：そ の 状況を演 じて い る 人

1 − 4 畳ま言川練朿岨激，　5〜 81ま舟殳イ匕朿囗激

　4 ．標的行動

　「不 自然 な状況」 にお い て は、設定 され た状

況 に つ い て正 しい 報告を話 し言葉で被報告者に

伝 えるこ とを標的行動と した 。 さ らに 、 そ の 報

告の 正 しさを以下の 3 つ の 基準で分類 した 。 報

告内容を間違 えずに報告 し、 か つ 助詞な どの 文

法に誤りの ない もの を「完全 な文」、 助詞や表現 、

文法な どに不十分 な要素が あるが 、 完全 で はな

い もの の 意味はほ ぼ伝わ る報告 をしたもの （例 ：

「○ ○先 生 が 傘 を振 っ て い る よ うに な りま し

た」）を 「不完全 な文」、人物名や、状況 の
一
部

の み を報告 したもの （例 ：「メガ ネ」「○○先生」

な ど）を 「単語 の み」 とした 。 それぞれの 生起

数 を、全 試行数で割 り100をか け た もの を、そ

れ ぞ れ の 生起率として算出 した 。

　「自然な状況」にお い て は 、何 も話さな い こ と、

もしくは 「何 も特別 な出来事が 起 きて い ない 」

とい う趣 旨の 報 告 をす る こ と を標 的行動 と し

た。そ れ ぞれ の 生起 数を全試行 数で割 り100を

か けた もの を、そ れ ぞれ の 生起率 として算出 し

た 。

　 また 、 移動 して 報告する 手続 きを行 っ た ベ ー

ス ライ ン 2 以 降につ い て は 、 移動 の 際に 他の 場

所に行 こ うとす る様子が見 られたため に 、 肘 を

持 っ て 身体の 向きを変え る ガ イ ダ ンス を行 っ

た 。 「プ レ イル ーム 1 か らプ レ イ ル ーム 2 へ 移
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動す る 際」 「プ レ イル ーム 2 の 入 口で 部屋 の 中

を見 る際」「プ レ イ ル ーム 2か ら 1 に戻る 際」

「プ レイ ル ーム 1 に戻 り椅子 に座 る際」 の それ

ぞ れ で 行 っ た ガイ ダ ン ス 実施数 を全試行数で 割

り100をかけた もの を、それぞれ の ガ イダ ン ス

実施率として算出 した。

　 5．デー
タの測定方法

　全セ ッ シ ョ ン の 指導場面をデ ジ タル ビデ オカ

メ ラで録画 し、 セ ッ シ ョ ン終了後 に再生 し 、 記

録 した 。

　 6．手続き

　 1）ア セ ス メ ン ト ： ベ ース ライ ン 1 を始め る

前 の セ ッ シ ョ ン の 最後 におい て 、 課題 として 「し

つ もん」 の 時間 を設けた 。 MT （第 1著者）は

A 児に対 し て 「好 きな食べ 物は何 ？」「好 きな

ス ポーツ は何 ？」「何 歳 ？」「今 日の 給食は何 を

食べ た ？」「誕生 日は い つ ？」と い うA 児本 人

に 関す る 5 つ の 質 問 を行 っ た 。 また 、 「今 日、

○○先生 と何 をしましたか ？」 とい うセ ッ シ ョ

ン に 参加 して い る メ ン バ ー 3入 そ れ ぞ れ と当

日何 をした の か尋ね る質問 を、計 3 回行 っ た 。

　 2）BLl ：「自然な状況」 と 「不 自然 な状況 」

を 4 試 行ず つ 、計 8試 行 を 1ブ ロ ッ ク と して

行 っ た 。 MT は、 厂何か おか しな こ とが 起 きた

ら先生 （MT ）に教 えて ね」 と教示 した 。 す べ

て の 言語反応 に対 して、MT は A 児が 言 っ た言

語反応 をそ の まま繰 り返 した 。 BL1 は 1 ブ ロ ッ

ク行 っ た。また、対人般化 プ ロ
ーブ 1の 後に 、

再度 1 ブ ロ ッ ク行 っ た 。

　 3）介入 1 ：「自然 な状況」と 「不 自然 な状況」

を 4試行ず つ 、計 8試行 を 1ブ ロ ッ ク とし て

行 っ た 。 正 反応 に対 し て は MT が A 児 と
一

緒 に

刺激 を見直 し て か ら 、 「本当だ、〜だ ね 。 教 え

て くれて あ りが と う」 と A 児の 回答を繰 り返 し

た後に言語賞賛 を行 っ た 。 報告が生起 しない 誤

反応、また は P1・P2 らを見ない 反応 に対しては 、

P1 ・P2 ら を見る よ うに ST （P4）が 指差 しプ ロ

ン プ トを提示 した 。 間違っ た報告をする誤反応

に対 して は、Table　1 に示 した正反応の 言語モ デ

ル を ST が 提示 して模倣 させ た 。 正反応が生起

す る ま で繰 り返 して 行 っ た （介入 1a）。 また 、

途中で 、 A 児か ら刺激が 見やす い よ うに環境操

作 （机 と椅子 の 角度 を わ ずか に 傾 け、MT が

20cmほ ど横 に動い た） を行 っ た 。 同時 に 、
　 MT

と ST を交代 し （介入 1b）、こ の 条件 以降第 1 著

者は ST と して 参加 した 。 介入 laは計 3 ブ ロ ッ

ク、介入 1bは計 1 ブ ロ ッ ク行 っ た 。

　 4）介入 2 ：「不 自然な状況」の み で 8試行を

1 ブ ロ ッ ク と して 行 っ た 。 他 の 手続 きは介入 1

と同 じであ っ た （介入 2a）。

　途中で、言語モ デ ル 提示 を繰 り返 して も、A

児が わずか に 間違 えたた め に、何度 も同 じ手続

きを繰 り返 し 、 A 児 の 課題 へ の 動機づ けが 下が

る場面が見 られた 。 その ため 、 正反応 の モ デ ル

が 文字 で 書か れ た用 紙 （縦 7cm × 横 10cm） を

プ ロ ン プ トと して 用 い た 。 間違 っ た報告 をする

誤反応 に 対 して は 、 反応後す ぐに MT が用紙 を

見せ て 読 ん で もら う手続 き と した （介入 2b）。

介入 2aは 計 1 ブ ロ ッ ク 、 介入 2b は計 5 ブ ロ ッ

ク行 っ た 。

　 5）対入般化プ ロ ー
ブ 1 ：「不 自然 な状況」 の

み で 8 試行 を 1 ブ ロ ッ ク と して 行 っ た。状況 を

演 じた の は こ れ まで の 条件で 演 じた こ との な い

P3 ・P4 ・P5 で あ っ た 。 他 の 手続 きは BL1 と 同

じで あ っ た 。 対人般化プ ロ
ーブ 1 は計 2 ブ ロ ッ

ク行 っ た 。

　 6）BL2 ：「不 自然な状況」の み で 8試行 を 1

ブ ロ ッ ク として 行 っ た 。 こ の 条件 以降、隣の 部

屋 （プレ イル ーム 2）へ 移動 して、隣の 部屋の

入口 で 中の 様子を見て 、 戻 っ て きて報告する手

続 きとした 。 MT は 、 「隣の 部屋 に行 っ て きて 、

何か お か しなこ とが あ っ た ら先生 に教 えて ね」

と教示 した 。 正反応 に対 して は 「そ うだ っ た ん

だ」 と答えた後に、A 児が 言っ た言語反応 をそ

の まま繰 り返 した 。 プ レイ ル
ーム 2 に行 く際に

他 の 場所 に 行 こ う とす る 誤反 応 に対 し て は、

STが即時ブ ロ ッ ク して 入口 まで ガ イダ ン ス と

して、手をつ な い で 一緒に 向か っ た 。 プ レ イル ー

ム 2 の 入口で 、机 を乗 り越 えて 中に入 ろ うとす

る誤反応 につ い て は即時ブ ロ ッ ク して肩 に手 を

置い た 。 プ レ イ ル ーム 1 に戻る際に他の 場所に

行 こ うとす る誤反応 に対 して は、即時ブ ロ ッ ク
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した後、肘を持 っ て 身体の 向きをプ レイ ル
ーム

1 の 方 向に変える ガイダン ス を行 っ た 。 プレ イ

ル
ー

ム 1 に戻 っ て きた後、遊具に向か うなどし

て椅 子に座 らない 誤反応に対 して は即時 ブ ロ ッ

ク した後 、 肘 を持 っ て 身体の 向きを椅子の 方向

に変 える ガ イダ ン ス を行 っ た 。 戻 っ て きた後 、

報告 しな い 際は 2 回 まで 「何かおか しなこ とは

あ っ た ？」 と MT が尋 ね、報告が生起 しな い 際

は 、 次の 試行 に移行 した 。 BL2 は計 2 ブ ロ ッ ク

行 っ た 。

　 7）介入 3 ：移 動 の 際 に 、 他 の 場所に移動す

る誤反応の 生起 ・非生 起を問わず、 ガ イダ ン ス

を行 い 、A 児 の 腕 を持 ち
一

緒 に移動 した 。 その

他 の 手続 きは BL2 と同 じで あ っ た 。 介入 3 は 1

ブ ロ ッ ク行 っ た 。

　 8）介入 4 ；移 動の 際 に他の 場所に移動 し よ

うとす る 誤 反応が 生 じた 時の み ガ イ ダ ン ス を

行 っ た 。 また、隣の 部屋 の 入 口 で ST は 「どん

なおか しなこ とが起 きて る ？」とA 児に尋ねた。

こ の 手続 きは A 児がその場 で 何 らか の 報告をす

る まで 繰 り返 し行っ た 。 その 他の 手続 きは BL2

と同 じで あ っ た （介入 4a）。 また 、 それ らの 条

件 に加えて 、 隣の 部屋の 入 口 で 、 ST が 「あ っ 11

と言 い なが ら室内 を指差 した （介入 4b）。 介入

4a、4b ともに 3 ブ ロ ッ クずつ 行っ た 。

　 9）刺激般化プ ロ ーブ ： これ まで に実施した

「不 自然 な状 況」 4 試行 と 、 こ れまで 実施 しな

か っ た新規 の 「不 自然 な状況」 4 試行 を合わせ

た 8 試行 を 1ブ ロ ッ ク として実施 した 。 新規の

状 況 も、こ れ まで の 状況 と同 じくP1 とP2 が演

じた 。 そ の 他の 手続 きは BL2 と同 じであ っ た 。

刺激般化 プ ロ ーブは計 2 ブ ロ ッ ク行われた 。

　 10）対 人般化 プ ロ ーブ 2 ：刺激般化 プ ロ ーブ

と同様の 状況を設定 して 実施した 。 ただ し 、 P3

と P4 が 演 じた 。 その 他 の 手続 きは BL2 と同 じ

で あっ た 。

　 7．データの信頼性

　データ の 信頼性は観察者間
一
致率に よ っ て評

定 した 。 セ ッ シ ョ ン 全 体か ら約 40％ の ブ ロ ッ

クをラ ン ダム に抽 出 し、 第
一

観察者 （第 1 著者）

と第二 観察者が試行 ごと の 正反応 ・誤反応をそ

れ そ れ独立に観察
・
記録 した 。 また、定め た正

反応 を示 す もの と して 刺激 が適切 で あ っ た か

（例 ：「P2 が 寝て い ます」 とい う正反応 を求 め

て い る試行で 、P2 が 行 っ て い る活動は 「寝て

い る」 と判断で きる もの か ）に つ い て も観察 ・

記録 した 。 評定はセ ッ シ ョ ン中に撮影 した ビデ

オを使用 し、第二 観察者 は行動観察法 の 訓練 を

受けて い る大学院生 1名で あ り、 正反応 に つ い

て 予め説明を受けた 。

　第
一

観察者 と第二 観察者の 記録の 一致数 と不

一
致数を算出し、一

致数を、一
致数と不

一
致数

を足 した もの で 割 っ た 値 に 100をか け た もの

を 、

一
致率 と して 算出した 。 正 反応 ・誤反応の

観察者間一致率 は 、 93．7％で あ っ た 。 また 、 刺

激の適切 さ にお ける観察者間
一
致率は 100％ で

あ っ た。

皿．結果

　「不自然な状況」 における 「完全 な文」「不完

全な文」「単語の み」とい う行動の 生起率の 推移、

及 び 「自然な状況」にお ける 「何 も口 に しな い 」

「『何 もない 』と発語す る」「無関係 な発語 をす る」

と い う行動の 生起率の 推移 をFig ，3に 、　BL2 以

降の 手続 きで要 したガイ ダン ス 実施率の 推移 を

Fig．4に示した 。　 BLI にお い て は 、 「自然 な状況」

「不 自然な状況」の い ずれ にお い て も、「これ が

バ ン ソ ウ コ ウ
…これで した」「マ マ で す」 と い

うよ うな答えや 、 「○○製薬の …」 とテ レ ビ コ

マ
ーシ ャ ル の 遅延 エ コ ラ リアな ど、その 場面 と

関係の ない 発言 をす るか、何 も発語せ ずに黙 っ

て い る かで あっ た 。 介入 1 の 「不 自然 な状 況」

で は 、 最初 の ブ ロ ッ ク で 1、 2 試行 目で正 反応

は なか っ た もの の 、3 、 4 試行目で 「寝 ま した 」

「〜先生 が傘を振 っ て い ま した 」 とい う 「不完

全 な文」が生 起 した 。 その 後 も、 「不完全 な文」

は生起 したが安定せ ず 、 「完全 な文」 も生起 し

なか っ た 。 また 「自然な状況」で は報告行動が

生起 しない こ と もあ っ たが 、 「ピ ヨ ピ ヨ 」「ビ ー

ビー」など関係 の ない 発語が見 られた 。

　介入 1で はプ ロ ン プ トとして、「P1先生が寝

て い る よ」 とい っ た終助詞 の 「よ」 をつ けた 言
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トー 引
月

　 A 児 の 「不 自然 な状況」及 び 「自然 な状況」 に おける生起率 の 推移

上 段 に 「不自然な状況」，下段 に 「自然な状況」 に おける 標的行動の 生起率を示 した，

介入 1で は音声プ ロ ン プ トを， 介入 2で は文字 プ ロ ン プ トを提 示 した．BL2 よ り隣 の

部屋 に移動する 設定に な り，介入 3で は移 動時 の ガ イ ダ ン ス を 行い ，介入 4で は移 動

時 に ST が A 児に 質問を した．また，1ブ ロ ッ クあた りの 試行数は，　 BL1 ・
介入 1 ・Pr2

が 4試行，それ以外 は 8試行 で あ っ た．

語モ デ ル を提示 して い た 。 しか し、A 児が 「P1

先生 が 寝て い る ように な りま した」の よ うに「〜

する ようにな りました」 と言 うこ とが何度 も繰

り返 して見 られ た 。 その ため 、介入 2か らプ ロ

ン プ トを 「Pl 先生 が 寝て い ます」 と い っ た 言

語モ デ ル に変更 した 。

　介入 2 で は 「不 自然な状況」の みで指導を行 っ

たが 、 「完全 な文」 は介入 1 と変 わ らず 0％で 、

「〜先生 が傘 を振 っ て い る よ うに な りま した」

とい う 「不完全 な文」及び 「メ ガ ネ…
」とい う

「単語の み」が生起するだけで あ っ た。こ の ため、

介入 2b よ りプ ロ ン プ トを言語か ら文字へ と変

更 した と こ ろ、「不完全 な文」が 急増 した。介

入 2b期 の 「不 完全 な文」 は ほ とん どが 「〜先

生が傘 にな りました」「〜先生が メ ガ ネにな り

ま した」 とい うよ うに 、 「〜に な りま した」 と

い う表現 が多か っ た 。 また 、そ の 他に もそれ ま

で は正 しく言えて い た 虫取 り網を 「む しあみ と

り」と言 っ た り、「メ ガネを さ して」「メガ ネに

かけて 」 とい っ た助詞や 表現 を間違えた りす る

こ とが見 られた 。 しか し、 2 回 目の 介入 2b を導

入 した 8 ブ ロ ッ ク 目か ら 「完全な文」が見 られ

る ように な り、その 増加 と と もに 「不完全 な文」

は減少 し、最終的に 5 ブ ロ ッ クで 「完全 な文」
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Fig．4　各行動 に おける ガ イ ダ ン ス の 実施率 の 推移

BL2 以 降の 隣 の 部屋 に移動し戻 っ て くる 際の
， 「プ レ イル ーム 1か ら プ レ イ ル ーム 2

へ 行 く」「プ レ イ ル
ー

ム 2の 入ロ で 見 る」「プ レ イ ル ーム 2か らプ レ イ ル ーム 1へ 戻 る」

「椅子 に座 る」とい う行動 における ガ イダ ン ス の 実施率を示 した．

が 100％に至 っ た 。

　 1 回 目の 対 人般化プ ロ
ーブで は 、 介入 2 まで

とは異なる メ ン バ ーが演 じたが、ほぼ全 て の 試

行で 「完全 な文」が見 られた 。 P5 （女性）が演

じた際に 「P2 （女性）が虫取 り網をふ っ て い ま

す」の よ うに名前を間違 えて 答える こ とが あ り、

100％ に は至 らなか っ た 。 しか し、次の ブ ロ ッ

ク （13ブ ロ ッ ク 目） で は す べ て 正 しく答 える

こ とがで きて い た 。 その 後 、 再び BL1 と同 じ条

件 （14ブ ロ ッ ク 目）で行 っ た とこ ろ 、 「不 自然

な状況」で は全て の 試行で 「完全な文」で あっ

た 。 ま た、「自然な状況」で は、1 回 目 の BL1

と比 べ て 遅延 エ コ ラ リア など関係の な い 発語が

減少 して い た 。

　 BL2 で 、 移動す る設定 に したと こ ろ 、 移動の

際 に笑 い なが ら他 の場所 へ 行 こ うとす る 逸脱が

見られた 。 また 、 P1 ・P2 の い る 隣の プ レ イ ル ー

ム に机 を乗 り越 えて入ろ うとする逸脱が見 られ

た 。

一
方で、報告行動自体はほぼ全 ての 試行で

生 起 して い た 。 「A くん 1 しま した 凵 「A くん

の …」と 自分の 名前 を答える こ とも見 られたが 、

半数の 試行 で正反応が見 られた 。

　 BL2 以降 の 「プ レイル ーム 1か らプ レイル ー

ム 2 へ 行 く」「プ レイ ル
ーム 2 の 入 口 で見 る」

「プ レ イル ーム 2か らプ レ イル ーム 1へ 戻 る 」

「椅子に座 る」際の ガ イダ ン ス を行 っ た実施率

を Fig．4 に示 した 。 介入 3 で は 、 逸脱が起 きな

い よ うに移動 に関 して 身体 プ ロ ン プ トを した結

果、戻 っ て きた後 、 机に うつ 伏せ にな り何 も言

わ な い 試行が続き、正反応率も下 が っ た 。 しか

し、8 試行中 2 試行で は、刺激 を見て い る際に

その 場で正 反応 を口 に して か ら MT の い る部屋

に戻 っ た とこ ろ、正反応が生起 して い た 。 また、

移動の 際 に 、 プ レイル ーム 1 また は プ レ イル
ー

ム 2 の 照明ス イ ッ チ を消そ うとす る 逸脱が 見ら

れ たが 、ST が A 児 とス イ ッ チ の 間 に立 ち、移

動する よ うに促す と、18ブ ロ ッ ク 目以 降は起

こ さな くな っ た 。 介入 4 で刺激を見る際に正反

応 をその 場で 言 うよ うに促 す手続 きに変更す る

と 、 再び フ ェ イズ全体の 半数の 試行で 「完全 な

文」が 見 られ た 。

　刺激般化 プ ロ
ーブで は新 しい 刺 激に対 して、

「椅子の 上で 回 っ て い る」状況 に 「Pl先生が 目

が 回 っ て い ます」、「トラ ン ポ リ ン に乗 っ て跳ん

で い る」状 況 に 「P2先 生が跳 ん で い ます」の

よ うに 、 「不完全 な文」で 答 えて い た 。 また 、 2

回 目の 対人般化 ブ ロ
ーブで は、演 じ手 と被報告

者が 変わ っ た こ とに よ る変化は あま り見 られ
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ず 、 刺激般化 プ ロ ーブ とほ ぼ 同様 の 正反応率が

見 られた 。

一方で 、 訓練で 用 い た刺激 に対 して 、

「P1 が傘をさ して い る」状況に 「P1 が寝て い ま

す」 と答 え る など 、 別の 刺激 にお ける正 反応 モ

デ ル を答えて 、誤反応となる こ とが見 られ た 。

　本指導後の エ ピ ソ
ー ドとして、教育相談後 に

夜空 を見て 「お月様 凵 と言 っ たこ とが あっ た 。

母親に よれ ば 、 その ような発言 をす る こ とは こ

れ まで ほ とん どなか っ た と驚 い て い た 。 また 、

父親な ど母親以外の 人 と買 い 物に行 っ た際に、

帰宅後、母親に対 して 「コ ー
ラ買 っ て きました」

の よ うに 、 買 っ て きた もの に つ い て 伝える こ と

が頻繁 に 聞かれ る よ うに な っ た 。 自発的 に報告

す る こ と は急激 に 増 える こ とは なか っ た もの

の、質問 をする と、以前よ り長め の 文章で返答

をす る こ とが 増 え る よ うに な っ た と の こ と で

あっ た。

N ．考察

　本研究の 介入 に よ っ て、目 の 前の 状況に つ い

て報告す るこ とも難 しか っ た A 児が、安 定して

報告 をする よ うにな り、 移動す る設定にお い て 、

100％ で は な い に して も、 報告言語行動が 生起

して い た 。 特 に介入 3以 降で は、状況 を見 なが

ら正反応 を呟 き戻 っ て伝える とい う流れ が生 ま

れ、介入 4 で は フ ェ イズ全体の 半数の 試行で そ

の 行動が生起 して い た 。 移動 する設定で 行 っ た

回数は少 なか っ たが 、ガ イ ダ ン ス を重ね る 中で

「隣の 部屋 に行 き、 見 たこ とを戻 っ て 報告する」

と い う行動連鎖が成立 したこ とが大 きく影響 を

与えて い る と考えられ る 。

　移動の 際に逸脱が見 られ た が 、 フ ェ イ ズ全体

の 半数の 試行で 「完全な文」が 見 られた こ とか

ら 、 数m 程度の 距離で あ っ た が移動 して も報告

言語行動は生起 して い た 。 田中 ら （2007） は時

間の経過や空間の変化があ る と報告行動が生起

しに くい こ とを指摘 して い たが 、 A 児の 場合は、

移動 し場所が変わ っ て も報告 が生 起した 。
こ の

要因の 1 つ に 、 介入 1 期 ・2 期 に お い て 、 報告

行動が生起 した際に、言語賞賛 をする の みで は

な く、A 児 と一緒 に 報告内容 を確認 しに行 き、

それか ら言語賞賛 した と い う結果操作が影響 し

て い た と考えられ る 。 被報告者で ある MT は事

前に何 を伝えられ るか は知ら され て お らず、ま

た後 ろ を見 て確認す る こ ともで きなか っ た 。
こ

れ ら の 設定の 中で 、 A 児 が 「MT は本 当に 知 ら

な い の だ」 とい う未知 の 認識 （井上 ，2000）が

成立 した可能性が ある 。 したが っ て、一度未知

の 認識を獲得 した こ とで 、 移動する設定へ と移

行 して も報告 行動が維持 し続 けた可能性が あ

る 。 しか し、言語賞賛の み の強化を行っ た比較

対象が な い ため に 、 可能性 に 留 まっ て しまう。

一
方で 、要因は確定 で きなか っ た もの の 、 距離

や時間を離 さない 設定で 報告行動 を
一

度獲得す

る と、 距離や 時間が 離れ て も報告行動 が維持す

る こ とが 示 された 。 今後は 、 さらに時間や場所

に 変化の ある設定で も報告が生起 しやす い 要 因

を示すこ と と、ど の よ うな強化子 に よ っ て その

維持が なされて い るか を検証す る こ とが求め ら

れる。

　
一
方で 、報告として の 機能を もっ て い たか に

つ い て 示 す こ とが で きない 点が 指摘 で きる 。 報

告行動 は話 し手が他者に伝 えようと して 生起す

る もの で あるが 、 本研 究で行 われ た 「目の 前の

状 況に つ い て述 べ る」「移動 して見て きた状 況

につ い て 述べ る」 とい う2 つ の 条件で は、前者

が後者の ため の 前訓練で ある とい う位置づ けが

で きる 。

一
方で 、 前者 は命名訓練 で あ り、 後者

は報告訓練で は な く、単 に前者 に お い て 訓練 し

た もの を用 い る記憶課題 もしくは遅延 エ コ ラ リ

ァ で ある と考える こ と もで きる 。 報告言語 に は

「自分 の伝えた い 気持 ちを伝 える」 とい う、 内

発 的動機づ け も含まれ るた め に この よ うな指摘

が で きる こ とも事実で ある 。 そ れ は、また BL2

以 降の ガ イ ダ ン ス 実施率に 関し て も同様の こ と

が指摘で きる 。 ガイダ ン ス を行 うこ とで 、 報告

の 「型」 は習得 される こ とに なるが 、 ガ イダン

ス され な けれ ば話さな い 、また は 「見て きて教

えて ね」と言われ な けれ ば話さない 、 とい う状

況 は、A 児の 「報告 した い 」とい う動機 づ け と

は無関係の もの で あ っ た。今後は動機づ けを考

慮 した設定が必要に なる 。
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　場面設定の 問題点と して、本研 究で は設定 し

た 4種類の 「不 自然な状況」状況が あげられ る 。

「変なメ ガネをか けて い る」 に関 して は、 レ ン

ズの 片側が 外れ、 もう片側 は緑色の ビニ ール

テ ープが幾重 に も張 られ て い る、と い うその 状

況 自体が不 自然 なもの で あ っ た。一
方、「寝て

い る」 「虫取 り網 を振 っ て い る」「傘を差 して い

る」「携帯電話で話 して い る」 「カ メ ラで撮影を

して い る」と い う他の 5 つ は 、 その 行動 自体 は

自然 なもの で あ り、あくまで も 「部屋 の 中で 教

育相談の セ ッ シ ョ ン 中 （子 どもに とっ て は勉強

するべ き時間）に行 うの は不 自然な状況」で あ っ

た 。 そ の点で、こ の 4種類 を 「不 自然 な状 況」

と して 定義 した こ と の 妥当性が 十分 に検討 され

た とは言 い 難 い 点が 、 問題点 として挙げられ る 。

「不 自然 な」行動 をして い な い メ ン バ ーを見て

「〜先生が座 っ て い る」 と い っ た よ うに述べ る

こ とは
一

度 もなか っ た ため、A 児 に と っ て は

我々 が 「不 自然な」こ と と した刺激 に つ い て答

える とい うこ とは分か っ て い た と言える 。 しか

し 、 同 じ内容を何度 も繰 り返 して い る中で答え

るべ き内容を理解 した だ けで あ っ て 、本当に A

児が 「お か しい 」 と判断 して述 べ て い ない 可能

性 を否定で きな い 。 同時に、セ ッ シ ョ ンがある

ご とに 、 20回近 く同 じ状況 を見た こ とで 、 本

来は 「不自然」で あ っ た はずの 状況が 当た り前

の 状況 に な っ て い た可能性がある 。 その た め、

「不 自然」 とい う状 況に こ だ わ らず に 、 参加児

が 話 しや す い 、興 味を持 ちや す い 場面設定 をす

る こ とが 必要で あっ た とい える 。

　本研究で は 、 「不 自然な状況」を意 図的に実

施者側 が設定 して 、 それの み を指摘する こ とを

要求 して い た 。 「お月様 凵 と A 児が 言 っ て い

たエ ピ ソ
ー ドか らも、話 して ほ しい 内容に つ い

て 細か く設定しすぎる こ とで 、 かえ っ て 自発 的

に報告す る こ とを阻害 して い た可能性が考 えら

れる 。 自閉症ス ペ ク トラ ム 障害児の 場合 、 その

興味 ・関心が 限定され る こ とがあるため、参加

児 ご との 興味に応 じた報告内容設定を して、自

発的に出た報告行動を強化して い くこ とが好 ま

しい と言える 。 本研究で は、報告内容の設定上、

「その 活動自体は 自然 だが 、 セ ッ シ ョ ン の 時間

に起 こ る こ と と して は不 自然で あ る」こ とを報

告内容 と し て い たが 、例 えば、「あそ こ で 火事

が起 きて い ます」「体育館 の ガ ラス が 割れ て い

ます」とい っ た援助要求の 文脈 も含まれ た緊急

性 の 高い 内容 を報告させ る こ とで 、 より自然 に

正の 強化 を受けやす くする文脈で実施する こ と

が で きた と可 能性 が あ る 。 また 、 「完全 な文」

の よ うな 完全 な文章 を求め る の で は な く、「不

完全 な文」や 「単語 の み」な どの 短 い 単語 な ど

で あ っ て も、報告する こ と自体に焦点 を置 き、

多 くの 刺 激 に つ い て の 報告 を促進する べ きで

あっ た と言える 。 以上の 点か ら、 報告行動の 促

進に お い て 、  報告するべ き内容や 表現 を本人

が 決め られ る環境であ る こ と、  報告す るべ き

事象が常 に同 じで は ない こ と、  報告するべ き

状況 が本人 に と っ て興 味の ある もの で あ る こ

と 、   正 の 強化を受けや すい 報告 内容 を設定す

る こ と 、 に 配慮 した介入が必 要に なる と思 われ

る 。
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[Iraining of  a  Child with  Autistic Spectrum Disorder and  Mental  Retardation

                to Explain  about  the Unnatural Situations

Taro AMAGAI  
'

 and  Shigeki SONOYAMA"

  The present study  examined  the effects  of  tact training of  a 8-year-old male  child  with  autistic

spectmm  disorders using  actual perfbrrnance to explain  not  the natural  situation but the unnatural

situation. In the training sessions, the child was  said,  
`'If

 the unnatural  event  was  happell, please tell

me",  and  shown  several  actual  performance ef  actors  acted  naturally  (the natural  situation)  or

unnaturally  (the unnatural  situation),  Then, in subsequent  generalization sessions,  he was  shown

different actual perfbrmance of  same  actors  that had not  been used  in the training sessions  as well  as

other  video  clips ofother  actors exhibited, The  results  showed  that voluntary  tact was  occurred  but not

every  performances, From  the episode  after  training  that he can  tell about  enly  topic which  he is

interested in, tact training should  be 1) speaker  can  select what  he want  to describe, 2) what  to describe

is not  always  same,  3) speaker  is interested in what  to describe, 4) what  to describe is to evoke  positive

reinforcement  easily.

Key  words:  autistic  spectrurn  disorder, unnatural  situations,  tact, generalization
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